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	応用
	抗原情報
	背景
	TMEM145（膜貫通タンパク質145）は、ヒト19番染色体に位置する遺伝子によってコードされる493アミノ酸からなるタンパク質です。約6,300万塩基からなり、1,400以上の遺伝子を含む19番染色体は、ヒトゲノムDNAの2%以上を占めています。19番染色体には多様な興味深い遺伝子が含まれており、ヒト染色体の中で最も遺伝子密度が高いことで知られています。19番染色体は、キラー細胞および白血球Ig様受容体、いくつかのICAM、CEACAMおよびPSGファミリー、そしてFcα受容体など、多くの免疫グロブリンスーパーファミリーメンバーの遺伝子の故郷です。目の色や髪の色を決める重要な遺伝子も、19番染色体に位置します。ポイツ・イェガース症候群、脊髄小脳失調症6型、脳卒中疾患のCADASIL、高コレステロール血症、インスリン依存性糖尿病は、19番染色体との関連性が指摘されています。19番染色体と14番染色体の転座は、一部のリンパ増殖性疾患に見られ、典型的にはプロトオンコ遺伝子BCL3が関与しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TMEM145抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TMEM145ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

